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第1章 概 要 

 

1.1 ＶＡＮとは 

 ＶＡＮ（付加価値通信網）の定義としては、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者がユーザに高度な

回線サービス及びそれに付随する付加サービスを提供する業態のことである。流通業界

におけるＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の役割として、卸売業側・小売業側両者の間を取持つ事

が重要となっている。特に地域ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は、最新技術などの情報提供や運

用の相談など、業務まで踏み込んだ総合的役割が必要とされてきている。 

 

1.2 ＡＳＰとは 

 ＡＳＰとは Application Service Provider の略称。インターネットを介して、ソフ

トウェアの貸出を行うサービスの事である。実行するソフトウェアは、貸出側のサーバ

に入っており、借入側の端末には、インストールの必要はない。システム導入が安価で

あり、貸出側のソフトウェアの管理が、容易であるというメリットがある。流通ＶＡＮ

における、ＡＳＰサービスの例として、小売業側には発注・買掛システム、卸売業側に

は伝票印刷システム、ＥＤＩ支援システムなどがある。 

  

1.3 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の役割 

流通ビジネスメッセージ標準をＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が導入を行う場合、ＶＡＮ／Ａ

ＳＰ事業者は、卸売業側・小売業側の間に立つ立場になるため、必然的に中心的な役割

を担うことが望まれる。そのため、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は流通ビジネスメッセージ標

準の知識ばかりでなく、通信環境の知識や各種手続きの知識、業務知識など幅広い知識

が要求される。また、ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者（小売業側及び卸売業側）が初めて流通ビ

ジネスメッセージ標準を導入する場合、知識習得や情報収集に多くの時間・費用が掛か

ることが懸念されるため、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が導入ガイダンス・情報提供、及びス

ケジュール調整などを行い、中心的な立場として導入を行うことが望ましいと考えられ

る。 
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図 1.1 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の役割 

 

1.4 本導入ガイドの導入手順 

 本資料は地域ＶＡＮが流通ビジネスメッセージ標準を導入する事を対象として作成し

た「共同利用型モデル導入の手引」である。本書では、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が流通ビ

ジネスメッセージ標準の理解する事を含め、以下の手順で導入を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小売業 

 
・通信設備の投資を

最小限にしたい 
・運用の軽減を図り

たい 
 
 

 
ＶＡＮ 

 
・データ集約 
・データ振分 
・フォーマット変換 
・スイッチング 
・通信の運用 
・ＡＳＰサービス 

 
卸売業 

 
・一箇所から受信を

行いたい 
・一つのフォーマッ

トで受信したい 
・特定の通信手順で

受信したい 

ＳＴＥＰ１：流通ビジネスメッセージ標準仕様の理解 

ＳＴＥＰ２：ビジネスプラン 

ＳＴＥＰ３：小売業側へのアプローチ 

ＳＴＥＰ４：卸売業側へのアプローチ 

ＳＴＥＰ５：導入プロジェクト 

ＳＴＥＰ６：ＶＡＮ利用者との調整 

ＳＴＥＰ７：テスト 
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第2章 流通ビジネスメッセージ標準の理解 

2.1 事前に必要な資料 

流通ビジネスメッセージ標準の導入において、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が中心的な役割

を果たす事が予想されるため、事前に仕様を理解する事が望ましい。仕様・運用事例を

記載された資料または通信環境構築のために必要と思われる資料を以下に記載する。 

以下の資料は『流通システム開発センター』のホームページ上

（http://www.dsri.jp/scmpjt/index.html）からダウンロードが可能である。 

 

  

流通ビジネスメッセージ標準で使用する各データのメッセージ項目とコード仕様が

記載されている資料。 

 

 

流通ビジネスメッセージ標準で定義されている各メッセージ及びデータ項目の内容

を深く理解し、現行システムからの移行や新規システムの開発を行う際の解説資料。 

 

 

流通ビジネスメッセージ標準をインターネットを使用して送受信する際に必要とな

る、通信プロトコル・セキュリティに関する標準仕様やパラメータ設定の推奨値を説

明する資料。 

 

 

流通ビジネスメッセージ標準で、定義されたメッセージに基づき開発したＸＭＬス

キーマ。 

 

 

 流通ビジネスメッセージ標準において通信手順がｅｂＭＳを使用する場合、ＣＰＡ

と呼ばれるパラメータファイルの交換が行われる。このファイルは流通ビジネスメッ

セージ標準で推奨されているパラメータを反映した雛形ファイル。 

③③通通信信ププロロトトココルルガガイイドドラライインン  

④④ＸＸＭＭＬＬススキキーーママ  

①①流流通通ビビジジネネススメメッッセセーージジ標標準準  

②②流流通通ビビジジネネススメメッッセセーージジ標標準準運運用用ガガイイドドラライインン  

⑤⑤ｅｅｂｂＭＭＳＳ雛雛形形ＣＣＰＰＡＡ  
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 現行の業務で使用されているデータの項目と流通ビジネスメッセージ標準で規定さ

れている項目の相互関係を記載する表。 

 

 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者とＶＡＮ／ＡＳＰ利用者のＥＤＩを行う上で、お互いの内容

を確認するシート。小売業側・卸売業側ともに記入してもらう必要がある。 

 

 

 流通ビジネスメッセージ標準の通信パラメータを設定するために、相互確認のため

に使用するシート。通信手順により記入するシートが異なる。 

 

⑥⑥ママッッピピンンググシシーートト  

⑧⑧通通信信パパララメメーータタ協協定定シシーートト  

⑦⑦共共通通確確認認シシーートト  
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2.2 業務プロセスの理解 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は小売業側・卸売業側双方のデータ送受信を行うため、業務プ

ロセスの流れ、考え方を事前に理解しておく事が望ましい。運用ガイドラインを参照し、

各業務の運用方法やデータの送受信内容などの検討を事前に行うことで、ＶＡＮ／ＡＳ

Ｐ利用者へのアプローチもスムーズに行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 業務プロセス 
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2.3 流通ビジネスメッセージ標準対応通信手順の理解 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は流通ビジネスメッセージ標準対応通信手順の概要を理解する

事が望ましい。特に流通ビジネスメッセージ標準を導入している企業が少ない期間は、

インターネットを利用した通信自体が初めてというケースも珍しくはない。 

流通ビジネスメッセージ標準対応通信手順の形態は、サーバ型とクライアント型の２

種類がある。それぞれのメリット・デメリットだけではなく、通信に必要な機器、必要

な環境、導入コスト、他業者の利用状況など幅広い調査を事前に行っておくことがＶＡ

Ｎ／ＡＳＰ事業者の導入ばかりではなく、ＶＡＮ利用者への情報提供・助言を行う上で

も大切になる。 

  

 

表 2.1 サーバ型とクライアント型の違い 

項目 サーバ型 クライアント型 

特徴 常時インターネットに接続し、デー

タ作成者がデータの送信を行うプッ

シュ型手順。大量データの送受信に

適している。 

通信時のみインターネットに接続

し、必要時のみ通信行うプル型手

順。取引規模が小さい場合にに適

している。 

主な手順 ＡＳ２ 

ｅｂＭＳ 

ＪＸ手順 

メリット ・リアルタイムでの通信が可能。 

・バックエンドとの連携もリアルタ

イム化できるため、大量データの

処理に適している。 

・導入が容易である。 

・サーバ型に比べ導入コストが安

価である。 

デメリット ・クライアント型に比べ導入コスト

が高価である。 

・常時接続のためセキュリティ設備

が必要となる。 

・環境の整備、バックエンド処理連

携に知識が必要。 

・自動運行の場合、データの送受

信を一括で行うため、大量デー

タ発生時に通信や処理に時間が

かかる。 

 

 

 

 



 

 7

2.4 ツールの選定 

 流通ビジネスメッセージ標準対応通信手順をサポートしたツール（パッケージソフト

など）はメーカで整備されつつある。それらのツールについて、機能、サポートされて

いる通信手順、導入コスト、現在のデファクトスタンダード、他業者の使用状況、対応

しているプラットフォームなどの調査を事前に行っておくことが、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業

者自体への導入や、ＶＡＮ利用者への情報提供・助言を行う上でも大切である。また、

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者として、どのツールを推奨するのかを決定しておくことが望まし

い。 

 

表 2.2 ツールの主なタイプ 

タイプ 説明 

通信ツール 流通ビジネスメッセージ標準対応通信手順の通信機能のみ提

供しているツール。 

総合的通信ツール 通信ツールの機能だけではなく、スケジュール機能・運用管

理機能などの基盤となる機能を提供しているツール。 

総合的ＥＤＩツール 通信総合ツールの機能だけでなく、バックエンド連携機能、

変換機能、データ統合機能及びデータ分割機能など、総合的

にＥＤＩ機能を提供しているツール。 

 

表 2.3 検討が必要となるツールの機能 

機能 説明 

通信機能 流通ビジネスメッセージ標準・現行手順・ホスト通信を行う

ための機能。 

スケジュール機能 通信のスケジュールや休日の設定を行える機能。 

運用管理機能 通信・バックエンドの状態を監視する機能。 

運用管理連携機能 通信・バックエンドが異常になった場合にメールや監視サー

バに警告を行うための連携機能。 

データ分割機能 受信したデータを分割する機能。主にヘッダ分割・明細分割

の機能がある。 

データ統合機能 送信するため、複数のデータを統合する機能。 

変換機能 ＸＭＬ形式のファイルを各種形式に変換する機能。 

バックエンド連携機能 バックエンドの機能・通信の機能を連動する機能。 
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2.5 証明書の確認 

流通ビジネスメッセージ標準では専用の証明書が推奨されている。現在、証明書の取

得プロセスや導入プロセスは認証局やベンダにより異なる場合があるため、初めて流通

ビジネスメッセージ標準を導入する時は、証明書取得に時間を要する場合がある。ＶＡ

Ｎ／ＡＳＰ事業者は、自身の証明書取得のみでなく、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者自体が認証

局（ＣＡ局）・登録局（ＲＡ局）になることも含めて、ＶＡＮ利用者の証明書取得プロ

セスの紹介・斡旋などを行うことが望ましい。また、証明書取得及び維持に必要なコス

トについても事前に調査する必要がある。そのため、流通ビジネスメッセージ標準に対

応した認証局と事前に連絡を取り、準備しておくことが必要になる。 

証明書はツールのベンダによっては、取り込めない形式があるため、認証局でどのよ

うな形式がサポートされているかを事前に確認しておくことも必要である。 
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2.6 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者向け用語集 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は、ＶＡＮ利用者との協議を行う上で流通ビジネスメッセージ

標準で使用される用語や通信手順内で使用される用語を事前に理解する必要がある。主

に使用される用語の例としては以下の通りである。 

 

 

①ＧＬＮ 

ＧＬＮとは Global Location Number の略称。国内および国際間取引（ＥＤＩなど）

で、相互に企業や事業所などを一意に識別できるコード。  

  ＧＬＮ（13 桁)は､JAN 企業コードあるいはＧＬＮ専用企業コード（申請が必要）と個

別ロケーション毎に設定されるロケーションコード（自社内で自由付番）とチェックデ

ジット（1桁）から構成される。 

 

②ＧＴＩＮ 

ＧＴＩＮとは Global Trade Item Number の略称。ＪＡＮ（ＥＡＮ）コード、ＵＰＣ

コード、ＩＴＦコードを、14 桁にまとめたコードである。 

 

③ＧＤＳ 

ＧＤＳとは Global Data Synchronization の略称。商品マスタ情報を全世界的に同期

化を取るシステム。 

 

④ＳＳＬ 

ＳＳＬとは Secure Sockets Layer の略称。インターネット上で情報を暗号化し、送

受信するためのプロトコル。通信途中の傍受やなりすましを防ぐ。 

 

⑤ＳＳＬ証明書 

ＳＳＬ証明書とはインターネット上でアクセス先のサーバが正しいサーバなのか、ま

たはアクセスしてくるクライアントは正しいクライアントなのかを認証するためのデー

タ。前者はサーバ証明書、後者はクライアント証明書と言われる。一般的にはサーバ側

だけの認証行為を行っていたが、流通ビジネスメッセージ標準ではクライアントの認証

行為（クライアント認証）も求められている。 

流通ビジネスメッセージ標準は専用の証明書が推奨されている。 

 

⑥ＣＰＡ 

ＣＰＡとは Collaboration Protocol Agreement の略称。取引を行う２社の合意した

内容を記載します。ｅｂＭＳで通信パラメータとして使用する。 

 

⑦ＵＲＩ 

ＵＲＩとは Uniform Resource Identifier の略称。インターネット上の資源の場所を

識別する情報。 
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第3章 ビジネスプラン 

3.1 概 要 

 ビジネスプラン、小売業へのアプローチ、卸売業へのアプローチは並行して行われる

場合が多い。ビジネスプランでは、ターゲットの選定を行い、採算性の検討を行い、販

売促進をどこまで行うかを検討することが必要である。 

 

3.2 ターゲットの選定 

流通ビジネスメッセージ標準を展開するにあたり、小売業側・卸売業側でターゲット

になる業者を選定する際、対象になるセグメントにより、サービスの支援内容が異なる

ため、注意が必要である。また、流通ビジネスメッセージ標準を始めて導入する場合、

信頼関係などの理由から、現在、自社の顧客（ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者）であることが望

ましい。 

 

3.3 支援内容の検討 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者がＶＡＮ／ＡＳＰ事業者にどのような機能が求めているか、ど

のような導入支援が求めているかを検討する必要がある。 

この時点で、機能の構築や支援にかかる工数を算出し、スケジュールを検討する必要

がある。また、実際にかかる費用を算出し、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者自体のビジネスとし

て、採算性が得られるか、検討する必要がある。目先だけではなく、どれくらいのＶＡ

Ｎ／ＡＳＰ利用者が流通ビジネスメッセージ標準を導入してくれるかを予測し、将来的

な採算性の検討することが望ましい。 

 

 

表 3.1 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の想定される機能 

機能名 内容 

商品マスタ情報管理機能 

 

ＥＯＳ化率・発注精度・出荷精度を高めるために、小売業

側と卸売業側で同期をとった商品マスタ情報管理をサポー

トする機能。 

スイッチング機能 

コンバート機能 

取引企業が従来手順と流通ビジネスメッセージ標準が混在

しているときに、受発注企業が相手先の手順を意識するこ

となく取引を可能とするために、既存回線とインターネッ

ト間の相手先別の振り分け、従来コードと新フォーマット

ＸＭＬへの変換などを行う機能。 

 

伝票レス支援機能 取引当事者間でやりとりされている仕入伝票をなくし、運
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用費用を削減するための機能。 

 従来のペーパーの仕入伝票に替わる「商品売買の証憑」 

を、ＥＤＩ上の「受領データ」とし、小売業側または卸売

業・メーカー側の「電子保存」を代行する機能。 

 

決済支援機能 小売業側・卸売業側ともに透明性を出すためにＶＡＮ側で

保管している発注・出荷・受領・請求・支払を小売業側・

卸売業側ともに同じ内容のデータを検索・参照できる機

能。売掛・買掛に差が発生した場合に原因特定のために使

用する。※改ざんができないようにされていること。 

２４時間３６５日運用機

能 

サーバ型の場合プッシュ型で常時データが送信されてくる

ため、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者では２４時間３６５日サービ

ス可能にする機能が必要となる。 

※システムの停止は、サービスの提供するＶＡＮ利用者と

調整の上、決定する。 

 

 

表 3.2 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の想定される導入支援 

機能名 内容 

導入ガイダンス 流通ビジネスメッセージ標準を導入するまでの手順や、業

務プロセスなどのガイダンスを行う。 

ツール選択 流通ビジネスメッセージ標準で通信を行うためのツール

の、照会や推奨ツールの選定を行う。 

コストガイド 流通ビジネスメッセージ標準導入で機器、ツール、インタ

ーネット環境にどれくらいのコストがかかるかをガイダン

スする。 

証明書取得の支援 

 

証明書取得するまでの手順の紹介や、証明書取得を斡旋す

る。 

ＧＬＮ取得の支援 

 

ＧＬＮ取得するまでの手順の紹介や、ＧＬＮ取得を斡旋す

る。 

マッピングシート作成 

 

マッピングシートの作成を行い、小売業側・卸売業側と調

整を行う。 

共通確認シート記入支援 

 

共通確認シートの記入方法のガイダンスを行う。 

通信パラメータ記入支援 

 

通信パラメータシートの記入方法のガイダンスを行う。 

ＣＰＡ作成 

 

通信パラメータシートよりＶＡＮ／ＡＳＰ事業者がＣＰＡ

を作成する。 

推奨ツールの現行レイア

ウトへの変換パラメータ 

並行ＲＵＮの評価用や移行期間用に現行レイアウトに変換

を行うためのパラメータを提供する。 

電子データ保存 

電子帳票保存 

所轄税務署の申請を容易にするためにＶＡＮ／ＡＳＰ事業

者が所轄税務署申請書フォーマットの提供やその他必要書

類や作業を支援する。 
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表 3.3 流通ビジネスメッセージ標準の主な初期費用 

費用名 備考 

通信機器購入費用 集配信サーバ、ルータ、ファイアウォール、ロードバラン

サ、認証サーバ、リバースプロキシなど。 

通信機器設定費用 各機器の設定費用。 

回線導入費用 新規インターネットを導入した場合。 

ソフトウェア費用 集配信ツール、変換ツール、ウィルス対策ソフトなど。 

開発費用 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の内部開発費用。 

ＩＳＰ取得費用 グローバルＩＰ、ドメインの取得費用。 

ＧＬＮ取得費用 ＧＬＮの取得費用。 

 

表 3.4 流通ビジネスメッセージ標準の主な例月費用 

費用名 備考 

回線費用 プロバイダ、インターネットの回線費用。 

通信機器保守費用 各機器の保守費用。 

ソフトウェア費用 ソフトウェアの保守費用。 

ＩＳＰ利用費用 グローバルＩＰ、ドメインの利用費用。 

ＧＬＮ利用費用 ＧＬＮの利用費用。 

証明書管理費用 証明書の管理費用。 

ＶＡＮ利用費用 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者を利用する費用。 

 

 

3.4 販売促進と普及促進 

流通ビジネスメッセージ標準は小売業側・卸売業側に多く普及すると双方のメリット

が大きくなるため、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は小売業側・卸売業側に普及促進に力を入れ

ることが望ましい。 
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第4章 小売業側へのアプローチ 

4.1 概 要 

 小売業がＶＡＮ／ＡＳＰ事業者を通じて流通ビジネスメッセージ標準の導入を決定し

た後、導入に向けた様々な検討を行う必要がある。小売業側が独自のシステム部門を持

つか、外部のシステム会社に委託し、独自で流通ビジネスメッセージ標準の導入を行う

事ができる場合は、共通確認シート、通信パラメータ協定シートの記入および簡単な打

合せのみで十分といえる。しかし流通ビジネスメッセージ標準や次世代通信を理解して

いない小売業の場合、事前の打合せや情報交換を行った上で流通ビジネスメッセージ標

準の導入を行うことが、導入後の運用上の混乱を避けるうえでも望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＥＰ３－１：流通ビジネスメッセージ標準の導入に向けて 

ＳＴＥＰ３－２：プロセスの説明・検討 

ＳＴＥＰ３－３：用語の説明 

ＳＴＥＰ３－４：通信環境の確認 
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4.2 流通ビジネスメッセージ標準の導入に向けて 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が小売業側に流通ビジネスメッセージ標準を導入する場合、小

売業側で現行どのような業務が行われているのか、現行どの業務をシステム化・オンラ

イン化を行っているのか、どの業務をシステム化・オンライン化したいかなど、チェッ

クすることが望ましい。これらの状況を確認し、提案・契約を行い、マスタプランの作

成を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 プロセスの説明・検討 

 小売業側は流通ビジネスメッセージ標準を利用して運用が行われるようになるため、

業務プロセスや運用方法、流通ビジネスメッセージ標準対応通信手順などの基本的な知

識を理解する必要がある。本来であれば、流通ビジネスメッセージ標準の運用ガイドラ

インや通信プロトコルガイドラインなどを参照し理解する事になるが、理解していない

場合、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は業務プロセス・通信の概要を説明する必要がある。また、

通信ツールや証明書・ＧＬＮ取得のガイダンスも行うことが望ましい。尚、小売業がＶ

ＡＮ／ＡＳＰ事業者の提供するＡＳＰシステムを利用している場合は、通信・証明書の

検討・ガイダンスは不要である。また、流通ビジネスメッセージ標準で伝票レス・帳票

レスの導入を行う場合、業務プロセスや物流などの運用等の変更が必要な場合があるた

め、事前に検討を行うことが望ましい。以降に主なガイダンスや検討事項を記述する。 

チチェェッッククポポイインントト  

①ＥＯＳは行われているか？ 

②ＥＯＳ化率はどのくらいか？ 

③ＥＤＩは行われているか？ 

④ＥＤＩ化率はどのくらいか？ 

⑤ＥＤＩ化が行われている場合、どのようなデータを通信しているか？ 

⑥伝票レス化は行われているか？ 

⑦請求書レス（帳票レス）化は行われているか？ 

⑧ＥＯＳ以外の運用はどのように行われているか？ 

⑨伝票訂正はどのように行われているか？ 

⑩物流センターを使用しているか、どのような形態か、どのように運用が行われ

ているか？ 
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③③証証明明書書ののガガイイダダンンスス・・斡斡旋旋  

②②通通信信ののガガイイダダンンスス・・検検討討  

①①業業務務ププロロセセススののガガイイダダンンスス・・検検討討  

ガガイイダダンンスス  

・業務プロセスのガイダンスする。  

   各メッセージの説明、プロセスパターンの説明 

  

検検討討事事項項  

・どの業務を流通ビジネスメッセージ標準にするか？ 

・どのメッセージを使用するか？ 

・現行業務がどのメッセージに対応するか？ 

・流通ビジネスメッセージ標準のどのバージョンを使用するか？ 

・現行業務の項目が流通ビジネスメッセージ標準のどの項目に該当する

か？ 

ガガイイダダンンスス  

・通信手順のガイダンスする。  

・通信ソフトの紹介  

   機能・コスト・必要な設備・ランニングコスト 

 

検検討討事事項項  

・サーバ型を使用するか、クライアント型を使用するか？ 

・どの通信手順で行うか？ 

ガガイイダダンンスス  

・流通ビジネスメッセージ標準対応の証明書を発行する認証機関の紹介  

・証明書取得方法のガイダンスする。 

・どの証明書が必要になるか？（サーバ証明書・クライアント証明書） 

 

斡斡旋旋  

・ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者経由で申請を行うか？ 

※認証局とあらかじめ話し合いが必要になる 
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⑤⑤ＧＧＬＬＮＮののガガイイダダンンスス  

④④ススケケジジュューールル・・ココスストトのの検検討討  

ススケケジジュューールルのの検検討討  

・準備期間がどのくらい必要か？  

・導入の仕方はどのように行うか？ 

段階リリースか？一括リリースか？ 

・導入希望時期はいつか？ 

 

ココスストト  

 ・開発コストはどのくらい必要か？ 

  自社内の開発コスト、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の開発コスト 

 ・パッケージのソフトのコストはどのくらいか？ 

  通信ソフト費用 

 ・設備はどのくらいのコストがかかるか？ 

 ・ランニングコストはどのくらいかかるか？ 

   機器の保守費用、ソフト保守費用、ＧＬＮ、証明書、ＶＡＮ利用料 

   通信回線（インターネット・プロバイダ・固定ＩＰ・ドメイン）の費用 

ガガイイダダンンスス  

・ＧＬＮとは何かをガイダンス  

・ＧＬＮの取得方法をガイダンス 

  ※すでにメーカコード・ＧＬＮを取得済みの場合は不要 

・ＧＬＮの付番方法をガイダンス 

 

斡斡旋旋  

・ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者経由で一括申請を行うか？ 
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4.4 用語の説明 

流通ビジネスメッセージ標準で使用される用語や流通ビジネスメッセージ対応の通信

手順内で使用される用語、特殊なコンピュータ用語及びインターネット用語など、ＶＡ

Ｎ／ＡＳＰ利用者に理解しづらい用語が多く存在する。また同じような単語でも、お互

いに微妙に別な意味で使用している場合があり、打合せでの行き違いなどの支障が出て

くることが考えられる。ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は用語の説明を行い（小売業側が理解し

ていても再度確認することが望ましい）、意志疎通がスムーズに行えるようにする必要

がある。 

 

4.5 通信環境の確認 

 小売業側が流通ビジネスメッセージ標準をすでに導入している場合、通信パラメータ

協定シートの記入のみで十分であると考える。しかしながら、小売業側が流通ビジネス

メッセージ標準対応の通信を、今回、初めて導入する場合、通信に必要な機器・ツー

ル・各種手続きなどをガイダンスする必要がある。また、通信に必要な証明書・ＧＬＮ

の手続きや、通信で使用する各種設定などの確認を行うことが必要になる。小売業側と

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者との調整を円滑に行うのために共通確認シート、通信パラメータ

協定シートなどを適時活用することが望ましい。 
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第5章 卸売業側へのアプローチ 

5.1 概 要 

 従来のＥＤＩシステムを小売業側が新規導入を行う場合、小売業とＶＡＮ／ＡＳＰ事

業者は取引先説明会など、卸売業側に対しての説明の場を設け、システムの仕様や運用

の説明を行っていた。 

流通ビジネスメッセージ標準では、卸売業側がすでに流通ビジネスメッセージ標準の

導入を行っている場合、共通確認シート、通信パラメータ協定シートの記入および簡単

な説明で十分であり、説明の負担が少なくなり、効率的に導入を行うことができる。し

かし、卸業側が流通ビジネスメッセージ標準を新規導入する場合は、伝票レスや帳票レ

スの導入などを含め、運用業務プロセスの変更を考慮する必要があり、現場を含めた検

討が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＥＰ４－４：現行業務のチェック 

ＳＴＥＰ４－２：用語の説明 

ＳＴＥＰ４－３：通信環境の確認 

ＳＴＥＰ４－１：プロセスの説明・検討 
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5.2 プロセスの説明・検討 

 卸売業側で流通ビジネスメッセージ標準を利用して、運用を行うためには、業務プロ

セスや運用方法、流通ビジネスメッセージ標準対応通信手順などの基本的な知識を理解

する必要がある。本来であれば、流通ビジネスメッセージ標準の運用ガイドラインや通

信プロトコルガイドラインなどを、参照し理解する事になるが、理解していない場合、

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は小売業側と同様に業務プロセス・通信の概要を、説明する必要

がある。卸売業側に説明する場合、複数の業者となる事が想定されるため、説明会とい

う形で開催することが望ましい。また、通信ツールや証明書・ＧＬＮ取得のガイダンス

を行うことや、流通ビジネスメッセージ標準で伝票レス・帳票レスの導入を行う場合、

業務プロセスや物流などの運用等の変更が必要な場合があるため、事前に検討を行うこ

とが望ましい。以降に主なガイダンスや検討事項を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②通通信信ののガガイイダダンンスス・・検検討討  

①①業業務務ププロロセセススののガガイイダダンンスス  

ガガイイダダンンスス  

・業務プロセスのガイダンスする 

   各メッセージの説明、プロセスパターンの説明 

・現行業務がどのメッセージに対応するかのガイダンスする 

ガガイイダダンンスス  

・通信手順のガイダンスする  

・通信ソフトの紹介 

   機能・コスト・必要な設備・ランニングコスト 

 

検検討討事事項項  

・サーバ型を使用するか、クライアント型を使用するか？ 

・どの通信手順で行うか？ 
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⑤⑤ＧＧＬＬＮＮののガガイイダダンンスス  

③③証証明明書書ののガガイイダダンンスス・・斡斡旋旋  

④④ススケケジジュューールル・・ココスストトのの検検討討  

ガガイイダダンンスス  

・流通ビジネスメッセージ標準認定の認証機関を紹介する  

・証明書取得方法のガイダンスを行う 

・どの証明書が必要になるか？（サーバ証明書・クライアント証明書） 

 

斡斡旋旋  

・ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者経由で申請を行うか？ 

※認証局とあらかじめ調整が必要になる

ススケケジジュューールルのの検検討討  

・準備期間がどのくらい必要か？  

・導入の仕方はどのように行うか？ 

段階リリースか？一括リリースか？ 

 

ココスストト  

・開発コストはどのくらい必要か？  

   自社内の開発コスト、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の開発コスト 

・パッケージのソフトのコストはどのくらいか？ 

  通信ソフト費用 

・設備はどのくらいのコストがかかるか？ 

・ランニングコストはどのくらいかかるか？ 

   機器の保守費用、ソフト保守費用、ＧＬＮ、証明書、ＶＡＮ利用料 

   通信回線（インターネット・プロバイダ・固定ＩＰ・ドメイン）の費用 

ガガイイダダンンスス  

・ＧＬＮとは何かをガイダンス 

・ＧＬＮの取得方法をガイダンス 

※すでにメーカーコード・ＧＬＮを取得済みの場合は不要 

・ＧＬＮの付番方法をガイダンス 

 

斡斡旋旋  

・ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者経由で一括申請を行うか？  
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5.3 用語の説明 

流通ビジネスメッセージ標準で使用される用語や流通ビジネスメッセージ対応の通信

手順内で使用される用語、特殊なコンピュータ用語及びインターネット用語など、ＶＡ

Ｎ／ＡＳＰ利用者に理解しづらい用語が多く存在する。また同じような単語でも、お互

いに微妙に別な意味で使用している場合があり、打合せでの行き違いなどの支障が出て

くることが懸念される。ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は用語の説明を行い（卸売業側が理解し

ていても再度確認することが望ましい）、意思疎通がスムーズに行えるようにする必要

がある。 

 

5.4 通信環境の確認 

 卸売業側が流通ビジネスメッセージ標準をすでに導入している場合、通信パラメータ

協定シートの記入のみで十分であると考える。しかしながら、卸売業側が流通ビジネス

メッセージ標準対応の通信を、今回、初めて導入する場合、通信に必要な機器・ツー

ル・各種手続きなどをガイダンスする必要がある。また、通信に必要な証明書・ＧＬＮ

の手続きや、通信で使用する各種設定などの確認を行うことが必要になる。この調整の

ために共通確認シート、通信パラメータ協定シートを活用し、円滑に行えることが望ま

しい。 

 

5.5 現行業務のチェック 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が中心となって卸売業側に流通ビジネスメッセージ標準を導入

する場合、卸売業側は流通ビジネスメッセージ標準が導入されているか、現行でもＥＤ

Ｉが行われているか、どの程度の期間で導入が可能か、チェックを行うことが望ましい。

チェックを行う際、共通確認シートを配布し、互いの確認を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チチェェッッククポポイインントト  

①対象小売とＥＯＳは行われているか？ 

②対象小売とＥＤＩは行われているか？ 

③流通ビジネスメッセージ標準を利用したことがあるか？ 

④ＥＤＩ化が行われている場合、どのようなデータ種を通信しているか？ 

⑤伝票レス化は行われているか？ 

⑥請求書レス（帳票レス）化は行われているか？ 

⑦物流センターを使用しているか、どのような形態か、どのように運用が行われ

ているか？ 

⑧どの程度の期間で導入が可能か？ 
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第6章 導入プロジェクト 

6.1 概 要 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が新規に流通ビジネスメッセージ標準を導入する場合、導入プ

ロジェクトを立ち上げ、実施する必要がある。 

 

6.2 マスタプランの作成 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者及びＶＡＮ／ＡＳＰ利用者の開発・通信テスト・機器導入など

のスケジュールを考慮して、マスタプランを作成する必要がある。その際、ＶＡＮ／Ａ

ＳＰ事業者が流通ビジネスメッセージ標準を初回導入する場合、サービスレベルを考慮

したマスタプランを作成する必要がある。また、ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者が、伝票レス化、

帳票レス化を行っていない場合、システム構築や業務運用の調整などに時間がかかるた

め、導入期間が長くかかる場合がある。ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は、ＶＡＮ利用者の導入

スケジュールを考慮したマスタプランを作成する必要がある。 
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図 6.1 マスタプランの作成例 

Ｖ
Ａ
Ｎ
／
Ａ
Ｓ
Ｐ
側
の
開
発 

１ヶ月目 ３ヶ月目 ４ヶ月目 ６ヶ月目以降 ２ヶ月目 ５ヶ月目 

流通ビジネスメッセージ標準導入のマスタプラン（例）（ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者）

・プロジェクト体制確立 

・導入目的の明確化 

・全体計画策定 

・標準仕様理解 

・ビジネスプラン 

・設計 ⇒ 開発 ⇒ 構築＆テスト

  ・ＥＤＩサーバの構築 

  ・業務アプリケーションの構築 

  ・ネットワークの構築 

  ・ループバックテスト 

  ・取引先のパラメータ設定 

・取引先とのテストモード 

 でのEDIの実施 

・従来手順との並行運用

・従来手順の閉塞 

 本番モードへ 

・他の取引先との 

 接続を追加 

・取引先説明会 

・共通確認シートを使った全体業務の調整 

・従来手順からのマッピングシートによる 

 新メッセージ形式への対応 

・開発内容明確化 

・稟議 

（予算、人、物（機器・ソフト）の確保）

・ＶＡＮ利用者との調整 

⑦ネットワーク

設計・各種申請

⑨ＶＡＮ利用者

とのテスト 

⑤開発要件定義

稟議と調達 

⑥ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者システムの設

計・開発 

⑩並行稼動 

本番切替 

⑧ネットワーク 

構築 

⑦ＶＡＮ／ＡＳ

Ｐ事業者とのテ

スト 

 ②ＶＡＮ／ＡＳ

Ｐ事業者との調

整 

⑧並行稼動 

本番切替 

⑤ＶＡＮ利用者システムの設計・

開発 

①体制立上げ、

仕様理解 

④ネットワーク

設計・各種申請

⑥ネットワーク

構築 

③開発要件定義稟議と

調達 

①体制立上

げ、仕様理

解 

 ②ビジネスプラン 

  

Ｖ
Ａ
Ｎ
／
Ａ
Ｓ
Ｐ
側
の
支
援

Ｖ
Ａ
Ｎ
利
用
者
の
初
期
導
入
の
開
発 

①仕様のガ

イダンス 

②共通確認シー

ト・マッピング

シート 

④通信パラメー

タシート 

証明書・ＧＬＮ

のガイダンス 

③通信機器の

ガイダンス 

⑥テストスケジ

ュールの調整・

テスト方法の確

立 

⑦本番移行のス

ケジュール調

整・移行方法の

確立 

⑤電子帳簿保存

法の申請支援 

電子帳簿保法の

承認申請 
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6.3 プロジェクト体制の確立 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は導入体制ばかりでなく、ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者へのサポート

を考慮した体制を確立し、円滑にプロジェクトを推進することが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.2 プロジェクト体制図例 

 

 

6.4 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者のツール選定 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が流通ビジネスメッセージ標準を初めて導入する場合は、ＶＡ

Ｎ利用者と通信するためのツールを準備する必要がある。ツールを選定する際、ＶＡＮ

利用者の通信件数、事業者数、通信回数などを考慮して、ある程度の拡張性を持ったツ

ールの選定が必要となってくる。またＶＡＮ／ＡＳＰ事業者としては、ツール選択時に

ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者が必要としている手順を全てサポートできることが望ましい。 

その他の機能としても、バックエンドとの連携機能や監視機能、保守性、コストパフ

ォーマンスなども検討する必要がある。 

プロジェクトオーナ  
 

プロジェクトマネージャ 

ネットワーク構築 
リーダ 

 

ネットワーク構築 
チーム 

 

EDI システムの 
構築・運用 

リーダ 

EDI システムの 
構築・運用 

の構築チーム 

ＶＡＮ利用企業 
サポート 
リーダ 

小売側サポート 
チーム 

卸売業側サポート 
チーム 
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6.5 通信環境の構築 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が流通ビジネスメッセージ標準を初めて導入する場合は、ツー

ル以外にもインターネットとの接続環境が必要となる。特に、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は

障害対応（機器障害・回線障害）や２４時間３６５日運用を行えること、高度なセキュ

リティを考慮した環境作りを行うことが望ましい。しかし、全ての障害に対応すると膨

大な費用がかかることが考えられるので、どのレベルまで対応するかをＶＡＮ／ＡＳＰ

事業者はサービスレベル（ＳＬＡ）を明確にする必要がある。 

また、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は、ＶＡＮ利用者が多数同時に利用する場合を考慮する

必要があるため、必然的に高速回線が必要となる。また、１台のサーバで通信を行うと

負荷が高くなるため、サーバの負荷分散も考慮する必要がある。 

インターネットとの接続環境を構築するためには、機器購入や内部手続き・各種手続

き・機器設定などに時間がかかるため、早めに対応を行うことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3 24 時間 365 日対応のサーバ構成例 

 

 

 

 

 

ロードバランサ 

バックエンド用サーバ群 
バックアップ用回線

（別プロバイダ） ローカルエリア 
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表 6.1 システム稼働率を上げる環境 

環境 内容 

機器の多重化 バックエンドサーバ、送受信サーバの多重化だけではな

く、通信機器の多重化も行うことが望ましい。 

回線の多重化 ＬＡＮ環境の多重化、複数プロバイダの契約、複数回線種

の導入。 

電源の強化 電源の２系統化、自家発電の導入。 

 

 

6.6 ＧＬＮ・証明書の取得 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は、ＶＡＮ利用者との通信で使用するＧＬＮ企業コード（ある

いはＪＡＮ企業コード）・証明書を取得する必要がある。 

ＧＬＮ企業コードはＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の事業所数によって桁数が異なり、ＧＬＮ

企業コードの桁数が少ないほど（個別ロケーションが多く設定可能）費用が高くなる。 

ＧＬＮ企業コードは流通システム開発センターに申請を行うことにより取得すること

ができる。（詳細は http://www.dsri.jp/index.htm を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.4 ＧＬＮのコード体系 

 

 

証明書は一般的に１ＵＲＩに１契約となる。Ｗｅｂサーバソフトウェアにより取り込

める規格が異なるため、事前に確認が必要になる。また、クライアント認証を使用する

場合、Ｗｅｂサーバソフトウェアによっては、サーバ証明書と別にクライアント証明書

が必要になる場合があるため、事前に確認が必要である。 
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表 6.2 通信手順と証明書 

通信プロトコ

ル 

一次局（送信

元）における

接続先の確認 

二次局（送信

先）における

接続元の確認

備考 

ｅｂＭＳ ＳＳＬサーバ

認証 

ＳＳＬクライ

アント認証 

接続認証は必ず実施が必要 

ＳＳＬクライアント認証が推奨されている。 

ＡＳ２ ＳＳＬサーバ

認証 

メッセージ署

名 

ＡＳ２に関してはＧＳ１にて認証方式が「メッセージ署

名」に規定されているため本認証方式を推奨。 

ＪＸ手順 

 

ＳＳＬサーバ

認証 

ベーシック認

証 

接続認証は必ず実施。 

製品の対応ができ次第ベーシック認証からＳＳＬ認証への

切り替えを推奨。 

 

ＧＬＮ企業コード・証明書の取得には手続きに時間がかかるため、あらかじめ取得す

ることが望ましい。 

 

6.7 スケジュール管理 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者が流通ビジネスメッセージ標準を効率よく導入するためには、

中心的な役割を果たすＶＡＮ／ＡＳＰ事業者がスケジュール管理を行うことが望ましい。

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者はマイルストンを設定し、全体的なスケジュールに遅延が生じた

場合は、ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者と打ち合わせを行い、マスタプランの調査を行う必要が

ある。また、一部のＶＡＮ／ＡＳＰ利用者のみがスケジュール遅延している場合は、マ

スタプランの見直しは行わず、残りのＶＡＮ／ＡＳＰ利用者でテスト・本番移行を進め

て行うことも考慮する必要がある。 

 

6.8 ループバックテスト 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は通信環境の準備と並行して、自社内に別のサーバを立て、事

前に自社内で通信テストを行うことが望ましい。このテストを行うことにより、証明書

の正当性や自社通信環境のチェックを行うことができる。ループバックテストでは、自

社ＬＡＮ環境でのテスト、インターネット回線でのテストの２段階でのテストを行うこ

とが望ましい。 

 

6.9 共同テスト環境での接続テスト 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者はＶＡＮ利用者と接続する前に、通信環境やシステムが正しく

動作するかを確認する手段として、事前に共同テスト環境での接続テストを行っておく

ことが望ましい。共同テスト環境は経済産業省指定の業者が運営を行っており、テスト

の方法、スケジュール、パラメータの設定方法など、事前に打ち合わせを行っておくこ

とが望ましい。 
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第7章 ＶＡＮ利用者との調整 

7.1 概 要 

 流通ビジネスメッセージ標準を導入するうえでＶＡＮ利用者との調整が必要となる。

運用の取り決め（共通確認シートの確認）、スケジュールの提示、通信パラメータシー

トの確認、マッピングシートの提示、テストの方法・スケジュール調整、本番移行手

順・移行時期に関する取決めなどがあり、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は小売業側・卸売業側

の中心となって、調整を行うことが望ましい。ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者はＶＡＮ利用者の

導入パターンを想定し、いくつかの雛型を作成しておくことが望ましい。 

 

7.2 共通確認シート 

 小売業側・卸売業側・ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の意識を合わせるために、共通確認シー

トの記入を行う必要がある。ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者はＶＡＮ利用者の業務を想定し、事

前にいくつかの雛型を、準備しておくことで記入軽減・時間短縮を行うことができる。

また、ＶＡＮ／ＡＳＰ利用者が記入できない場合は、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者がガイダン

スを行い、お互いの意思疎通を行う事が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1 ＶＡＮ標準の共通確認シート例 
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7.3 マッピングシート 

 マッピングシートは本来小売業側で作成するが、小売業側にシステム部門が無い場合

や、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が提供するＡＳＰシステムを導入している場合は、ＶＡＮ／

ＡＳＰ事業者側で作成する事となる。その際、小売業側へのアプローチでヒヤリングを

行った結果をもとに、再度、小売業側と協議を行い、作成する必要がある。また、ＶＡ

Ｎ／ＡＳＰ事業者によっては、現行システムでＶＡＮ標準の集配信フォーマットでＥＤ

Ｉシステムの運用を行っている場合がある。その場合、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者で運用を

行っているメッセージが、流通ビジネスメッセージ標準のどのメッセージに該当するか

の検討を行い、流通ビジネスメッセージ標準の項目と、事前に紐付けを行うことが望ま

しい。また、その結果をＶＡＮ標準の雛型マッピングシートとして作成することにより、

ＶＡＮ利用者との仕様確認を効率的に行う事ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2 ＶＡＮ標準フォーマットの雛型マッピングシート例 
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7.4 通信パラメータシート 

 通信パラメータシートはＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が雛形を作成し、ＶＡＮ利用者に配布

を行い、それぞれに記入を行ってもらうことが望ましい。ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は通信

手順別に雛型を準備しておくことでＶＡＮ利用者の記入軽減・時間短縮を行うことがで

きる。 

 また、通信パラメータシートには一部専門的な用語が使用されているため、通信の知

識が少ないＶＡＮ利用者には、事前に記入方法の説明や、記入項目の絞込みなどを行っ

ておくことや、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者が推奨するツールのパラメータの設定方法を記述

したガイダンスなどを準備しておくことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.3 ＶＡＮ標準の通信パラメータシート例 
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第8章 テスト 

8.1 テストスケジュールの設定 

 テストは開発状況やテスト準備状況を確認し、準備のできたＶＡＮ利用者から順次テ

ストを行っていくことが望ましい、テストの手順は以下の通りである。このテストに関

して、スケジュールを設定し、余裕を持ったスケジュールでテストを行えることが望ま

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2 セッションテスト 

 セッションテストは、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者とＶＡＮ利用者の通信が行えるかどうか

のテストとなる。ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者は事前に自社サーバ内にテスト用のホームペー

ジや配信用テストデモデータ（流通システム開発センターからダウンロードできるテス

ト用ＸＭＬデータでも可能だが、より実践的なデータのほうが望ましい）を準備する必

要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1 セッションテストイメージ図 

ＳＴＥＰ７－２：業務テスト 

ＳＴＥＰ７－１：セッションテスト 

ＳＴＥＰ７－３：並行ＲＵＮ 

ＳＴＥＰ７－４：本番移行 

業務システム 集配信システム ＦＷ及びルータ ＦＷ及びルータ 集配信システム 業務システム 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者 ＶＡＮ利用者 

①ネットワークの確認 

②ＥＤＩシステム間の接続確認 
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②②ＥＥＤＤＩＩシシスステテムム間間のの接接続続確確認認  

①①ネネッットトワワーーククのの確確認認  

【テスト方法】 

ＶＡＮ利用者は通信用サーバ・ＰＣからブラウザなどで接続チェック用のＵ

ＲＬに接続を行う。または、ＶＡＮ利用者がサーバ型で、テスト用のホームペー

ジが準備されている場合、自社の通信用サーバからブラウザなどを使用し、

テスト用のＵＲＬに接続を行う。 

 

【テストの目的】 

 インターネットの接続が行えるか、ファイヤウォールの設定が正しいか、ＤＮ

Ｓが正しいか、確認する。 

 

【正常の確認方法】 

テスト用のホームページを見ることができれば正常終了とする。 

 

【異常時の考えられる主な理由】 

 ・インターネットの接続が行われていない。 

 （プロバイダの契約・回線契約） 

 ・固定ＩＰ、ＤＮＳの契約・取得が行われていない。 

 ・ファイヤウォールの設定に不備がある。 

 ・ＤＮＳサーバの設定が誤っているなど。 

【テスト方法】 

 ＶＡＮ利用者がサーバ型の場合、テストデータを作成し、データの配信を行う。

また、相手側からもデータの送信を行う。 

ＶＡＮ利用者がクライアントの場合、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者がテストサンプルデ

ータを作成し、ＶＡＮ利用者が送受信を行う。 

 

【テストの目的】 

 流通ビジネスメッセージ標準でのデータ通信が正しく行えるかを確認する。 

 

【正常の確認方法】 

送受信が正常終了し、コンバータ（必要時）やデータ転送（必要時）が正常な

事を確認する。 
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8.3 業務テスト 

セッションテスト終了後、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者とＶＡＮ利用者の業務システムのテ

ストを行う。その際、卸売業側、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者、小売業側、物流センターすべ

ての業者を通してテストが行えることが望ましい。業務テストは事前に打ち合わせを行

い、いつ・どのようなテストを行うか、データはどのような内容にするかなどを検討す

る必要がある。また、業務テストは業務レベル毎に、テストを行うことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.2 業務テストイメージ図 

【異常時の考えられる主な理由】 

 ・通信パラメータの設定ミス。 

 ・証明書の設定ミス・導入抜け。 

 ・データの設定不備など。 

業務システム 集配信システム ＦＷ及びルータ ＦＷ及びルータ 集配信システム 業務システム 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者 ＶＡＮ利用者 

①業務システム間の接続確認 
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【テスト前の打合せ決定事項】 

①テストを行うスケジュール（メッセージ単位に行うことが望ましい）。 

②各メッセージのデータ内容。 

③伝票や帳票の打ち出し有無。 

④ＥＯＳ以外の発注及び訂正のテスト方法。 

 

【テスト方法】 

①事前に打ち合せた内容で正常系での発注データを業務システムで作成

し、送受信を行う。 

②データの受信側では処理結果のチェックを行う（データのチェック・伝票や 

 帳票のチェック）。 

③事前に打ち合せた内容で正常系での出荷・出荷梱包・受領データを業務

システムで作成し、送受信を行う。 

④データの受信側ではデータのチェックを行う。 

⑤事前に打ち合せた内容でイレギュラー系（ＥＯＳ以外の発注及び訂正）での

出荷・出荷梱包・受領データを業務システムで作成し、送受信を行う。 

⑥データの受信側ではデータのチェックを行う。 

⑦事前に打ち合せた内容で正常系での請求・支払（相殺）データを業務シス

テムで作成し、送受信を行う。 

⑧データの受信側では処理結果のチェックを行う（データのチェック・支払明

細書のチェック）。 

⑨事前に打ち合せた内容でイレギュラー系（請求アンマッチなど）請求・支払

（相殺）データを業務システムで作成し、送受信を行う。 

⑩データの受信側では処理結果のチェックを行う（データのチェック・支払明

細書のチェック）。 

 

【テストの目的】 

 流通ビジネスメッセージ標準の業務が正しく行えるかを確認する。 

 

【正常の確認方法】 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者、ＶＡＮ利用者で処理結果が正しいことを確認する。 

 

【異常時の考えられる主な理由】 

 ・業務システムの不具合。 
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8.4 並行稼働 

 業務テスト完了後、可能であれば並行稼働を行うことが望ましい。並行期間、並行時

のチェック方法についてはＶＡＮ／ＡＳＰ事業者とＶＡＮ利用者で、意識合わせのため

に、打ち合わせを行うことが望ましい。請求・支払いデータのテストを行う場合、並行

期間は一ヵ月以上であることが望ましいが、評価の時間と工数が多くなるため、複数日

分のデータで請求・支払のデータを発生させるようなシミュレータ機能などが、ＶＡＮ

／ＡＳＰ事業者の機能として必要になる場合がある。また、並行期間は、ＶＡＮ利用者

にも多大な運用負担となるため、詳細な運用調整を行う必要がある。 

 流通ビジネスメッセージ標準を導入したことにより、伝票レス化・帳票レス化・物流

運用などで、業務運用が変更になる場合がある。並行稼働時にはシステム的なチェック

だけではなく、運用の確認や調整も必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.3 並行テスト環境例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来回線

業務システム 

集配信システム ＦＷ及びルータ ＦＷ及びルータ 集配信システム 

業務システム 

ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者 ＶＡＮ利用者 

並行集配信 
データ比較 集配信システム 

（従来手順用） 
モデム等 集配信システム 

（従来手順用） 
モデム等 並行集配信

データ比較
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【テスト前の打合せ決定事項】 

 ①並行期間中はどのくらい行うか？ 

 ②並行期間中をどのようにチェックするか？ 

 

【テスト方法】 

本番と同じデータを現行手順と流通ビジネスメッセージ標準の両方に送

受信を行う。 

 

【テストの目的】 

 流通ビジネスメッセージ標準のデータが、本番運用に問題がない事を確認

する。また業務運用も問題がないことを確認する。 

 

【正常の確認方法】 

並行稼働中の流通ビジネスメッセージ標準のデータ・帳票と現行システム

のデータ・帳票が等しくなるかを確認する。 

※仕様上、等しくならない場合は、その理由を明確化する必要がある 
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8.5 本番移行 

 テスト完了後は、本番移行の検討をする必要がある。本番への移行についての方法や

時期は、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者と卸売業側・小売業側での調整が必要になる。また、月

中で本番移行する場合、月初から切り替え日までのデータをどうするのか、検討が必要

となる。 

 

 

 全データを一括で本番切り替えを行う。移行期間が少なく、移行時の運用や移行作業

の工数が少なくなるというメリットがあるが、障害発生時の影響が大きくなりやすく調

査に時間がかかるというデメリットもある。 

 

 

 初めに発注データのみ、次に出荷・受領データ、最後に請求・支払データなどとメッ

セージ単位に本番切り替えを行う。移行期間が長くなり、移行時の運用や移行作業に時

間がかかるが、障害時の影響は少なくて済む。また、問題時の原因究明が容易になると

いうメリットがある。 

 

 

 全メッセージ一括で切り替えを行うが、データの部分単位（店舗単位や部門単位）で

切り替えを行う。移行期間・移行作業は比較的少なくなり、障害時の影響も少ないが、

調査範囲が広くなるため、問題の原因究明が困難になるというデメリットがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③部部分分単単位位ででのの段段階階切切りり替替ええ  

②②メメッッセセーージジ毎毎のの段段階階切切りり替替ええ  

①①一一括括切切りり替替ええ    
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第9章 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者を利用するにあたって 

9.1 概 要 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者を利用して流通ビジネスメッセージ標準の導入を行う場合、基

本的には導入ガイドラインの流れと同じである。しかし、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者がＶＡ

Ｎ利用者の中心的役割を果たす場合が多いため、作業の軽減が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2 導入時の検討 

 どこまで支援が受けられるかは、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者と打ち合わせが必要になる。

その打ち合わせの結果をもとに、ＶＡＮ利用者はどこまで支援を受けるべきかを検討す

る必要がある。また、流通ビジネスメッセージ標準を一括で導入した場合、導入時にお

ける運用の混乱や障害時に原因の特定が遅くなり、被害が大きくなるなどが予想される

ため、適用レベル単位での段階導入も検討し、効率的な導入を図ることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9.1 業務レベル 

ＳＴＥＰ１：自社で導入するＥＤＩシステム形態の選定 

ＳＴＥＰ２：マスタプラン作成とプロジェクト体制の確立 

ＳＴＥＰ３：流通ビジネスメッセージ標準仕様の理解とシステム開発内容の検討 

ＳＴＥＰ４：従来手順からの移行に関する取引先との調整 

ＳＴＥＰ５：流通ビジネスメッセージ標準システムとの接続確認 

発注 

出荷 

受領 

請求 

支払 

適用 
レベル１ 

適用 
レベル２ 

適用 
レベル３ 

・伝票レス 
・ラベルでの検品 
 検品精度の向上 
・計上システム 

・帳票レス 
・請求・支払照合 

・各法規への対応 
（電子帳簿保存法の対応など） 
 

＜業務への影響＞ 

(運用・操作の変更)
導入課題の解消 
→レベル２・３へを容易化 
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9.3 マスタプラン 

 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者の導入支援を考慮してマスタプランの作成を行う。ＶＡＮ／Ａ

ＳＰ事業者を利用した場合、一般的には自社のみで導入を行うより、短時間に導入する

ことが期待できる。また、現在、自社のＥＤＩで導入している業務のレベルと、取引先

が流通ビジネスメッセージ標準をどの業務レベルまで導入するかにより、開発工数が異

なる。また、テスト・導入に関しても業務レベル単位での段階移行など、様々な要素を

考慮したプランを作成する必要がある。 

 

【ＶＡＮ事業者の主な支援内容】 

 ①推奨ツールの紹介 

通信パラメータや設定のサポートが期待できる。又、ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者に

よっては現行システムとのコンバートパラメータの提供なども期待できる。 

 

 ②証明証・ＧＬＮの手続き斡旋・ガイダンス 

ＧＬＮ・証明書取得の期間が短くなることが期待できる。 

 

 ③通信パラメータの記入支援・ＣＰＡの作成支援 

通信パラメータの記入やＣＰＡの作成の提供により、通信の設定期間が短 

くなることが期待できる。 

   

 ④導入ガイダンス 

導入時の流通ビジネスメッセージ標準の仕様理解が、短時間で行えるこ 

とが期待できる。 

 

 ⑤テスト時のサポート・支援 

テストにかかる期間・人員を少なくできることが期待できる。 
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図 9.2 マスタプラン（ＶＡＮ利用者）の作成例 

 

・プロジェクト体制確立

・導入目的の明確化 

・全体計画策定 

・標準仕様理解 

・設計 ⇒ 開発 ⇒ 構築＆テスト 

  ・ＥＤＩサーバの構築 

  ・業務アプリケーションの構築 

  ・ネットワークの構築 

  ・通信パラメータ設定 

・ＶＡＮ事業者とのテストモード

でのEDIの実施 

・JCA通信並行運用 

・JCA通信の閉塞 

 本番モードへ 

・他の取引先との 

 接続を追加 

・取引先説明会の参加 

・共通確認シートを使った全体業務の調整

・既存JCAからのマッピングシートによる

 新メッセージ形式への対応 

・開発内容明確化 

・稟議 

（予算、人、物（機器・ソフト）の確保）

・ＶＡＮ利用者との調整 

１ヶ月目 ３ヶ月目 ４ヶ月目 ６ヶ月目以降 ２ヶ月目 ５ヶ月目 

マスタプラン（例）（ＶＡＮ利用者） 

⑦ＶＡＮ／ＡＳ

Ｐ事業者とのテ

スト 

 ②ＶＡＮ／ＡＳ

Ｐ事業者との調

整 

⑧並行稼動 

本番切替 

⑤ＶＡＮ利用者システムの設計・

開発 

①体制立上げ、

仕様理解 

④ネットワーク

設計・各種申請

⑥ネットワーク

構築 

③開発要件定義稟議と

調達 

Ｖ
Ａ
Ｎ
／
Ａ
Ｓ
Ｐ
側
の
支
援

Ｖ
Ａ
Ｎ
利
用
者
の
初
期
導
入
の
開
発 

①仕様のガ

イダンス 

②共通確認シー

ト・マッピング

シート 

④通信パラメー

タシート 

証明書・ＧＬＮ

のガイダンス 

③通信機器の

ガイダンス 

⑥テストスケジ

ュールの調整・

テスト方法の確

立 

⑦本番移行のス

ケジュール調

整・移行方法の

確立 

⑤電子帳簿保存

法の申請支援 

電子帳簿保法の

承認申請 
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9.4 コスト 

 流通ビジネスメッセージ標準を初めて導入する場合、ハードウェア・ソフトウェア・

回線などに多くのコストがかかることが予想される。また、初期費用だけではなく、例

月費用も算出しておくことが望ましい。 

 

表 9.1 流通ビジネスメッセージ標準の主な初期費用 

費用名 備考 

通信機器購入費用 集配信サーバ、ルータ、ファイアウォール、ロードバラン

サ、認証サーバ、リバースプロキシなど。 

通信機器設定費用 各機器の設定費用。 

回線導入費用 新規インターネットを導入した場合。 

ソフトウェア費用 集配信ツール、変換ツール、ウィルス対策ソフトなど。 

開発費用 ＶＡＮ利用者の内部開発費用。 

ＩＳＰ取得費用 グローバルＩＰ、ドメインの取得費用。 

ＧＬＮ取得費用 ＧＬＮの取得費用。 

 

表 9.2 流通ビジネスメッセージ標準の主な例月費用 

費用名 備考 

回線費用 プロバイダ、インターネットの回線費用。 

通信機器保守費用 各機器の保守費用。 

ソフトウェア費用 ソフトウェアの保守費用。 

ＩＳＰ利用費用 グローバルＩＰ、ドメインの利用費用。 

ＧＬＮ利用費用 ＧＬＮの利用費用。 

証明書管理費用 証明書の管理費用。 

ＶＡＮ利用費用 ＶＡＮ／ＡＳＰ事業者を利用する費用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


